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各部門 1位の皆さんから　一言

エキスパート
松島　煌和さん

　最後まで接戦で怖かっ
たですけれど、とても楽
しかったです。

ミニベロ
吉本　博之さん

最高です！

女子
正田　萌美さん

　とても楽しいヒルクラ
イム大会でした。来年も
また来ます！

男子A（高校生～29歳）
高橋　佑典さん

　うれしいです。ありが
とうございます。

男子B（30～39歳）
坂田　繁也さん

　シーズン最後を最高の
結果で飾れて、とてもう
れしいです。

男子C（40～49歳）
戸塚　裕一さん

　地元安中市出身なの
で、優勝できて本当にう
れしいです。

男子D（50～59歳）
関根　信治さん

　目標の30分切りと、
結果として優勝もできた
ので良かったです。

男子E（60歳以上）
田中　勝紀さん

うれしいです！

　本大会のコースは、全長13.09㎞、平均勾
配3.8%（標高差519m）で、ヒルクライムとし
ては比較的傾斜が緩やかです。そのため、上
級者は登りでもスピード感とコーナリングを
楽しむことができ、初級者やミニベロの参加
者でも十分楽しめるコースになりました。

　朝早く、「峠の湯」に集まった参加者たちは
開会式の後、パレード走行でスタート地点まで
下りました。スタート前は楽しそうに話し合っ
ていた参加者も、いざレースが始まると一瞬で
真剣な表情になり、ゴールに向かって力強くこ
ぎ出していました。
　また、大会には本県出身の女子競輪選手、萩
原瑞生さんもゲスト参戦し、最後尾から追いか
けたほか、プロチアリーダー「GRUISTARS
（グルースターズ）」も安政遠足侍マラソンに続
き参加、沿道から熱い声援を送りました。

　本大会のうち、最も腕（脚？）に自
信のある参加者が集まったエキス
パート部門で、優勝した松島さん
（写真右）と2位の選手とのタイム差
はわずか1秒未満！
　最後まで目が離せない接戦となり
ました。

　勢いよくスタートした参加者は、
坂本宿の長い直線を駆け抜け、184
か所のカーブが待つ山道に入ってい
きました。
　約13キロ先のゴールまで一番早
い人は28分19秒、ミニベロでも32
分弱で峠を上り切りました。出走し
た635人のうち完走者は633人で、
完走率は99％を超えました。
　スタートとは違い、肌寒い陽気
だったゴール地点では豚汁が振る舞
われ、走り終えた参加者が体を温め
ていました。その後は全員で一斉に
山を下り、再び「峠の湯」に戻り表
彰式に臨みました。
　また、会場にはキッチンカーや自
転車関連メーカー、地元産スイーツ
などのブースが出店し、多くの行列
ができていました。大会参加者から
も「とても楽しかった」、「また開催
してほしい」といった声も多く聞か
れ、盛況の中、第1回大会は幕を閉
じました。
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